
文責 日立理科クラブ 作間 忍 日立理科クラブ事務所 TEL/FAX 0294-24-3104 

 
 

 

理数アカデミー 自由研究成果発表会＆キャリア学習会  
 １１月２６日(日)、日立市教育プラザを会場にして行われた自由研究成果発表会＆キャリア学習会につい

て紹介します。 

 これは、2023年度の「自由研究コース」の受講生全員17

名がそれぞれ取り組んだ自由研究の成果発表を行ったもの

です。また、講師３名による「キャリア学習会」も行われ

ました。 

 研究発表者と研究内容は図１の通りです。 

 開会行事では、教育委員会指導課倉橋指導主事から「不

思議に思ったことを調べてみることは楽しいし大事なこと。

発表を聞いて何かをつかんで欲しい」挨拶がありました。 

 発表者は、この１年間或いはそれ以上の期間、長い人で

は５年間という期間をかけて研究してきたことを発表しま

した。研究テーマは、環境に関することや生物に関するこ

と、物理・化学に関することなど多様でした。一人一人が

身近なところから見つけたテーマについて、理科クラブの

講師のアドバイスを参考にしながら、実験器具を作ったり、

実験方法を工夫したりしながら研究を進めたことが伝わっ

てきました。 

 発表後には質疑が行われました。聞いていた受講生から

の積極的で鋭い質問がだされ、また、保護者や東京大学の

清水先生もたくさんの質問をしてくださいました。それらの質問に対して発

表者が自信を持って答えていたのが印象的でした。研究がしっかりと身につ

いている、自分のものになっていると思いました。 

 発表者の中には、オンラインでの発表もありました。共有を使って資料を

提示し、わかりやすい発表ができました。質疑の同様に行われました。ネッ

トを使いこなしていて、だれでも、どこにいても研究に参加できることを実

感しました。 

 休憩時間や発表後にも、掲示物の周りで発表

者を含めて議論している姿を見ることができ、

参加者の意欲の高さを感じました。 

 また、発表の合間を縫って、３人の方からキ

ャリア学習に通じる講話がありました。東京大

学CoREFプロジェクト推進委員で埼玉県立大宮

工業高等学校の大木先生は、数学の問題の出題

をしながら楽しいお話をしてくれました。その

中で、「なぜ」を大切にしようとの話がありまし

た。また、理科クラブの大山さん、作間さんか

らは、人との出会いを大切にすることなどの話

がありました。それぞれの方のこれまでの生き

方から受講生が何かつかんだことと思います。 

 最後に、瀧澤代表理事から、「多岐にわたる分

野で、しっかりした研究目的、方法で研究に取り組んでいる。これからも大いに疑問を持って科学的に解決

していくことが大切」と講評がありました。今後の研究に生かす発表会になったと思います。 
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